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Excel の起動 

 「スタート」ボタンから「全てのプログラム」を選ぶ 
 「Microsoft Office」の下の「Microsoft Excel 2010」をクリック 

セル 
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実験データの入力 

直接セルに文字と数字を入力 
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グラフを描く時の注意 

 Excel に様々なグラフの種類があるが実験データの図示には 
「散布図」が最もふさわしい。 
 
 「折れ線」を選ばないように注意 
理由：「折れ線」は横軸が固定されてしまう 
 
 図には必ずタイトルをつけること。 
 
 グラフの軸には必ず物理量と単位をつけること 
 
 「見せたい部分」が大きくなるように表示範囲を調整すること 
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実験結果1回目のグラフを描く 
「挿入」 → 「グラフ」 → 「散布図」の順に選択 
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①グラフを「右クリック」 

②「データの選択)」を選ぶ 

7 



②「1回目」を入力 

①「追加」をクリック 

③ここを入力して 
X軸のデータを選択 
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①マウスを 
ドラグして 
選択 

②クリックし、選択したセルを決定 
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②マウスを 
ドラグして 
Y軸データを 
選択 

③クリックし、 
選択した 
セルを決定 

①ここを入力して 
Y 軸のデータを選択 
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①クリック 
②クリック 

③簡単なグラフが出来上がる 
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グラフを描く時の注意 

 Excel に様々なグラフの種類があるが実験データの図示には 
「散布図」が最もふさわしい。 
 
 「折れ線」を選ばないように注意 
理由：「折れ線」は横軸が固定されてしまう 
 
 図には必ずタイトルをつけること。 
 
 グラフの軸には必ず物理量と単位をつけること 
 
 「見せたい部分」が大きくなるように表示範囲を調整すること 
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タイトルを付ける 

①左クリックしてタイトルを入力 
例：「図1 ヒーター加熱時の溶液の温度の変化」 

②右クリックして書式を設定 
例：「Meiryo UI」 16 Pt 
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グラフを描く時の注意 

 Excel に様々なグラフの種類があるが実験データの図示には 
「散布図」が最もふさわしい。 
 
 「折れ線」を選ばないように注意 
理由：「折れ線」は横軸が固定されてしまう 
 
 図には必ずタイトルをつけること。 
 
 グラフの軸には必ず物理量と単位をつけること 
 
 「見せたい部分」が大きくなるように表示範囲を調整すること 
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X 軸のラベルを付ける 

①グラフ エリア 
をクリック 

②「グラフツール」の 
「レイアウト」を選ぶ 

③「軸ラベル」の 
「主横軸ラベル」 
を選ぶ 

④「軸ラベルを軸の 
下に配置」を選ぶ 
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ラベルを入力 
例：「時間 [s]」 

X 軸のラベルを入力 
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Y 軸のラベルを付ける 

①グラフ エリア 
をクリック 

②「グラフツール」の 
「レイアウト」を選ぶ 

③「軸ラベル」の 
「主横軸ラベル」 
を選ぶ 

④「軸ラベルを回転」を選ぶ 
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ラベルを入力 
例：「温度差 [K]」 

Y 軸のラベルを入力 
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グラフを描く時の注意 

 Excel に様々なグラフの種類があるが実験データの図示には 
「散布図」が最もふさわしい。 
 
 「折れ線」を選ばないように注意 
理由：「折れ線」は横軸が固定されてしまう 
 
 図には必ずタイトルをつけること。 
 
 グラフの軸には必ず物理量と単位をつけること 
 
 「見せたい部分」が大きくなるように表示範囲を調整すること 
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表示範囲の調整 

①Y軸を右クリック 

②「軸の書式設定」を選ぶ 

③最小値と最大値を「固定」にし、 
適切な値を入力 
例：最小値:0.2、最大値：0.9 
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軸の書式の設定 

①右クリックして書式を設定 
例：「Meiryo UI」 9 Pt 

②X軸に対しても同様に書式を設定 
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目盛線の追加と設定 

X軸を右クリックし、 
「目盛線の追加」を選択 
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①目盛線を右クリックし、 
「目盛線の書式設定」を選ぶ 

②目盛線の色を 
変更 

③目盛線の 
スタイルを 
変更 
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図1 ヒーター加熱時の溶液の温度変化 

1回目 

グラフを完成 
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演習問題1 

演習：実験2回目と3回目のグラフを追加し、 
以下のようなグラフを作成してください 
※X 軸と Y 軸の範囲に注意 
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演習問題2 

炭素量 
[C%] 

焼き戻し組織
の硬さ [Hv] 

0.15 172 
0.35 230 
0.4 266.9 

0.55 275 
0.85 292.9 
1.2 292.9 
1.2 333.6 

左の実験結果から右のようなグラフを作成してください 

実験結果 グラフ 
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近似曲線を描く 

CBxAxy  2
酸素量と硬さとの関係は2次多項式で表されるとする 
酸素量 [C%] → X 
硬さ [Hv]      → Y 

実験データからどうやって A、B、C を把握するか？→ 近似曲線 
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描いたグラフに右クリックし、「近似曲線の追加」を選ぶ 



29 

「多項式近似」を選び、 
「時数」を2にする 

「グラフに数式を 
表示する」を選ぶ 
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※両方とも総合図書館在庫。検索はOPACで！ 


